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■ベアについて 
組合：『ベアを実施したい』ということだが、いくらぐらいの額で議論をしているのか？

また、職群別基本給表の基準額・最低額・年齢保障給の表の書き換えもされるのか？  

会社：昨年（０．１％）以上を出せるようしたいという考えであって、具体的な数字はま

だない。社員の期待に少しでも応えたい。手当ではないため、基準額・最低額・

年齢保障給は書き換えられる。 

組合：物価高について認識していると言うが、ベア０．１％より少し多いぐらいでは生

活は苦しいまま。真綿ではなく本当に首を絞められている状況だが、会社として

はどうするのか？ 

会社：生活食料品を除いて物価上昇率は平均で２．３％の認識である。会社も苦しい

収支状況の中で会社に悪影響を及ぼさない範囲の賃上げ議論をしている。 

組合：悪影響のないとはどういうことか？組合員の生活が苦しいことは知っているは

ず。物価高２．３％というのであれば、ベアは最低２．３％からではないのか！ 

会社：将来に禍根を残さないための賃上げ判断をしていく。 

組合：物価高は年収ベースが低い青年部員ほど影響を受ける。会社はそこにスポット

を当てて判断をするべき。 

会社：判断材料に入れて考える。 

組合：会社は『長期グループビジョン２０３０』ということで、グループ会社との連携含め

た計画を立ててグループ一体感を強めようとしているが、本体であるＪＲ貨物が、

しっかりとベアを満額出さなければ、グループ会社は本体の顔色を見ているた

め、グループへの波及を鑑みてベアの判断が必要である。 

会社：それぞれ各企業での交渉判断と思っているが、主張は理解した。 


